
紹

介

紹

介

　
　
⑳
世
界
史
無
畜
　
　
　
　
　
　
坂
口
　
論
著

本
書
は
故
文
學
博
士
坂
口
昂
氏
の
傭
友
門
下
の
諸
氏
が
相
寄
っ
て

故
入
が
生
前
史
墨
に
間
す
る
諸
雑
誌
等
に
獲
表
さ
れ
し
論
文
随
筆

等
を
整
理
し
て
上
梓
し
た
も
の
で
あ
る
。
著
者
は
人
も
知
る
我
國

西
洋
愛
學
の
泰
斗
で
あ
り
、
ル
ド
ヰ
ヒ
，
リ
…
ス
を
通
じ
て
ラ
ン

ケ
を
理
解
し
．
更
に
自
ら
の
研
鎭
に
よ
っ
て
ラ
ン
ケ
の
世
界
史
観

の
本
質
を
把
握
し
て
、
先
き
に
「
世
界
に
於
け
る
丁
霊
文
明
の
潮

流
」
「
概
観
世
界
史
潮
」
「
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
史
概
説
」
を
著
蓮
し
、

こ
れ
等
の
歴
史
曹
作
を
通
じ
て
、
ラ
ン
ク
史
畢
の
眞
髄
を
示
し
た

人
で
あ
る
。
本
書
七
六
三
頁
の
大
冊
嚇
巻
は
、
そ
の
含
む
所
の
諸

論
文
、
随
筆
耀
く
著
者
の
卓
越
せ
る
世
界
変
槻
の
登
現
せ
る
も
の

な
る
を
示
し
て
居
る
。
例
へ
ば
，
錨
綜
せ
る
日
本
文
化
の
畿
展
を

理
解
す
る
に
當
っ
て
、
明
治
以
前
と
以
後
と
に
よ
っ
て
國
民
的
日

本
と
世
界
的
日
本
と
に
魑
心
し
、
之
を
希
臓
文
化
を
表
現
す
る
こ

つ
の
熟
語
ヘ
レ
ネ
ド
ム
と
ヘ
レ
『
ス
ム
と
に
倣
ひ
、
「
前
者
は
ジ
ヤ

　
　
　
　
　
　
駕
〃
十
山
ハ
翫
轡
　
第
四
號
　
　
　
七
〇
ニ

パ
ン
ド
ム
智
℃
磐
鳥
。
ヨ
で
あ
り
、
後
者
は
ジ
ヤ
パ
ニ
ズ
ム
『
弓
等

尉
誘
諺
で
あ
る
」
と
よ
く
一
語
を
以
て
論
断
す
る
所
、
此
の
著
者
に

し
て
初
め
て
可
能
で
あ
ら
う
。
叉
プ
ラ
ト
ー
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス

等
の
政
治
理
想
が
一
個
の
帝
國
主
義
と
な
る
傾
向
あ
る
を
説
き
、

「
か
や
う
の
こ
と
が
果
し
て
化
成
す
る
や
否
や
は
，
主
と
し
て
臓
史

の
現
實
生
活
に
於
て
、
天
オ
偉
入
が
臨
監
に
出
現
す
る
や
否
や
に

繋
っ
て
居
る
」
と
王
御
し
て
、
そ
の
世
界
下
龍
の
嚢
展
に
鋤
す
る

理
解
の
仕
方
の
一
端
を
示
し
て
居
る
。
本
書
は
随
所
に
か
く
の
如

き
著
春
の
史
槻
を
閃
か
す
が
放
に
、
そ
の
史
實
の
展
開
と
湘
倹
っ

て
、
鷺
に
西
洋
史
福
二
に
疑
し
て
の
み
な
ら
す
、
歴
史
闘
に
就
い

て
は
混
沌
た
る
史
學
界
一
般
に
．
答
聾
す
る
所
大
な
る
も
の
が
あ
ら

、
フ
。

　
内
容
は
著
者
が
今
上
陛
下
の
織
政
宮
殿
下
に
在
せ
し
時
、
御

進
講
申
上
げ
た
「
進
講
録
草
案
」
－
乱
発
の
政
治
の
實
際
と
理

想
、
ア
レ
ク
ザ
ン
ド
ル
大
王
の
丈
化
的
使
命
の
二
篇
一
を
巻
頭

に
載
せ
、
古
代
に
製
す
る
も
の
と
し
て
他
に
、
最
古
の
個
入
工
ヘ
ン

・
ア
ー
ト
ン
、
テ
ミ
ス
ト
ク
レ
ス
の
偉
業
、
希
臓
の
波
漸
軍
掃
蕩

戦
、
ア
レ
ク
ザ
ン
ド
ル
大
王
の
東
征
、
ア
レ
ク
ザ
ン
ド
リ
ヤ
の
黄
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金
時
代
、
君
主
崇
拝
、
近
世
史
に
殺
し
て
は
、
猫
逸
帝
日
思
想
の
由

來
、
エ
ル
ザ
ス
・
ロ
ー
ト
リ
ン
デ
ン
の
現
在
及
び
蒋
來
、
エ
ル
ヅ
ス
。

ロ
ー
ト
リ
ン
デ
ン
問
題
、
エ
ル
ザ
ス
・
ロ
ー
ト
リ
ン
デ
ン
問
題
の
補

蓮
、
英
國
の
民
族
及
び
國
民
、
驚
倒
実
よ
り
見
た
る
太
李
洋
問
題

マ
ル
チ
ニ
氏
縫
釘
戦
箏
記
に
つ
き
て
、
在
支
那
耶
蘇
會
に
鴎
す
る

研
究
の
片
々
、
近
代
史
學
の
成
立
に
就
い
て
は
，
古
代
史
研
究
の

新
町
に
つ
き
て
、
宗
教
史
の
研
究
と
史
學
、
ロ
ー
マ
ン
チ
ッ
ク
時

代
に
於
け
る
一
青
年
史
家
の
生
立
、
ラ
ン
ク
の
史
墨
と
彼
の
艦
験

し
た
る
革
命
と
の
關
係
、
フ
イ
テ
と
ラ
ン
ク
、
町
入
墾
者
、
ラ
ン

プ
レ
ヒ
ト
を
憶
ふ
、
ド
イ
ツ
愛
墨
の
こ
大
百
年
記
念
、
時
代
の
趨

勢
と
史
家
の
任
務
、
史
料
解
放
の
義
、
等
の
雄
篇
を
載
せ
、
爾
随

想
録
と
し
て
十
一
篇
を
含
む
。

　
著
者
逝
去
さ
れ
て
よ
り
既
に
満
三
年
鯨
を
経
た
り
と
云
ふ
も
、

本
書
の
公
刊
に
よ
っ
て
、
著
者
の
我
暗
影
牛
虻
へ
の
貢
献
は
盆
々

大
を
加
へ
、
そ
の
不
朽
の
生
命
は
扁
暦
光
輝
あ
る
も
の
と
な
る
で

あ
ら
う
。
（
定
贋
五
圓
武
拾
銭
、
岩
波
書
店
養
行
）

　
　
麟
希
　
徽
　
史
　
　
　
　
　
　
村
川
堅
固
署

　
美
し
い
西
洋
文
化
の
流
は
、
多
機
な
東
方
的
文
化
を
吸
牧
し
て

　
　
　
　
　
紹
　
　
　
　
介

自
己
自
ら
の
文
化
形
態
を
創
造
し
、
眞
の
意
味
に
寝
て
現
代
の
世

界
文
化
の
源
泉
と
な
っ
た
希
臓
丈
化
に
慨
す
る
。
現
代
文
化
を
よ

り
深
く
理
解
し
、
新
な
文
化
を
創
造
せ
ん
と
す
る
者
は
，
先
ず
希
鷹

文
化
を
把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
本
書
の
出
現
は
、
こ
の
意
味

に
於
て
．
我
國
一
般
気
化
に
貢
献
す
る
も
の
多
大
で
あ
ら
う
も
著

者
も
そ
の
序
の
勢
頭
に
「
東
西
の
文
化
を
融
合
し
て
新
文
化
を
創

造
し
、
以
て
世
界
文
化
の
進
歩
に
害
喫
せ
ん
と
の
大
抱
負
を
も
つ

日
本
國
畏
は
、
一
面
に
於
て
東
洋
丈
化
の
精
華
を
陳
述
し
て
、
之

が
養
揚
を
岡
る
と
共
に
、
他
面
西
洋
文
化
の
貴
髄
を
把
握
し
、
適

宜
之
を
取
捨
す
る
の
用
意
が
な
く
て
は
な
ら
ぬ
」
と
言
っ
て
み
る
。

嶽
て
著
者
の
本
書
上
梓
の
目
的
を
察
す
べ
き
で
あ
ら
う
。
本
書
は

ギ
リ
シ
ャ
史
の
太
古
畦
代
よ
り
紀
元
前
こ
世
紀
頃
迄
の
ヘ
レ
ニ
ズ

ム
時
代
に
至
る
殆
ん
ど
希
鷹
文
化
の
全
場
当
を
叙
喫
し
て
居
る
。

而
も
、
如
何
に
些
細
な
事
様
と
す
る
も
、
い
や
し
く
も
そ
れ
が
希

臓
文
化
に
關
蹴
齢
す
る
限
り
は
之
を
忽
諸
に
附
せ
す
、
三
百
頁
蝕
の

小
班
子
の
中
に
希
臓
文
化
の
全
幅
を
展
開
せ
る
は
驚
歎
す
べ
し
と

い
ふ
も
過
褒
で
は
な
い
で
あ
ら
う
。
併
し
本
書
が
比
較
的
事
實
を

網
羅
す
る
こ
と
を
先
き
に
し
て
、
そ
れ
等
の
事
實
の
有
す
る
意
味

　
　
　
　
　
　
第
十
山
ハ
巻
　
　
第
間
門
號
　
　
　
し
て
〇
三
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紹
　
　
　
介

下
値
等
の
究
明
を
後
に
せ
る
の
感
あ
る
は
、
前
記
著
者
の
冒
的
に

添
は
ぬ
が
如
く
考
へ
ら
れ
る
。
蓋
し
書
犀
の
需
要
に
よ
る
限
ら
れ

た
る
書
論
の
然
ら
し
め
た
る
か
。
（
三
省
堂
獲
行
、
心
胆
萱
圓
八
拾

銭
）　

　
㊥
佛
蘭
西
史
　
　
　
　
　
　
高
市
慶
雄
著

　
混
沌
た
る
グ
ル
マ
ン
潮
瀬
大
移
動
の
渦
中
に
あ
っ
て
先
づ
國
家

生
活
の
規
範
を
確
立
し
た
フ
ラ
ン
ス
、
亘
…
マ
風
・
ゲ
ル
マ
ン
風

新
赴
會
の
培
養
墓
礎
と
な
っ
た
シ
ャ
ー
ル
大
帝
の
統
一
三
家
の
申

軸
と
な
っ
た
フ
ラ
ン
ス
、
中
世
の
最
大
肚
會
暴
動
た
る
十
宇
軍
の

り
ー
ダ
ー
と
な
っ
た
フ
ラ
ン
ス
、
近
代
的
統
一
國
家
構
成
の
魁
と

な
っ
た
フ
ラ
ン
ス
、
近
世
に
於
て
外
交
の
指
導
的
地
位
に
立
つ
た

フ
ラ
ン
ス
、
一
眞
に
フ
ラ
ン
ス
こ
そ
西
洋
史
上
何
れ
の
國
に
も

ま
し
て
波
瀾
重
盛
、
饗
化
曲
折
の
歴
史
を
艦
験
し
て
観
た
國
で
あ

る
。
著
者
は
こ
の
波
瀾
を
極
め
た
フ
ラ
ン
ス
の
歴
史
を
、
そ
の
古

代
住
民
の
風
貌
の
叙
述
に
筆
を
趨
し
、
十
九
世
の
フ
ラ
ン
ス
文
化

を
樵
宣
…
し
て
欄
概
し
て
居
る
。
ご
輔
四
頁
の
紙
撒
を
以
て
、
一
筋

の
流
の
如
く
銃
一
あ
る
佛
蘭
西
史
を
展
開
し
て
居
る
。
証
書
が
巻

末
に
佛
粟
井
愛
年
表
、
佛
蘭
西
史
参
考
文
献
、
佛
蘭
西
王
塞
系
譜
、

　
　
　
　
　
　
餓
躍
十
・
山
ハ
巷
　

第
四
號
　
　
　
・
七
〇
四

佛
爾
西
史
興
入
名
黒
髪
聯
盟
表
、
索
引
を
附
し
て
居
る
こ
と
は
本

書
の
一
特
色
で
あ
っ
て
、
佛
薗
西
史
研
究
に
便
す
る
所
照
し
と
し

な
い
。
（
三
省
堂
嚢
行
、
定
贋
登
圓
五
拾
銭
）
〔
以
上
井
上
冒

三

巴
叢
亭
、

　
　
⑳
本
工
詐
議
員

　
　
　
　
　
三
浦
周
行
博
士
計

本
養
護
京
幕
國
壼
纂
警
從
三
位
勲
二
等
闘

秘
蔵
孤
博
士
鷲
一
浦
㎜
刑
行
氏
一
は
、
昭
一
和
気
ハ
廊
†
九
高
月
六
日
』
十
後
五
騰
門
五
十
軟
㌦
、
，
（

分
、
病
革
ま
り
濫
焉
と
し
て
麗
撫
せ
ら
る
。
哀
痛
云
ふ
と
こ
ろ
を

知
ら
す
。
博
士
は
明
治
四
年
六
月
四
日
を
以
て
島
根
縣
八
束
郡
竹

矢
村
大
字
竹
矢
五
十
一
番
地
に
生
ま
る
。
幼
に
し
て
穎
悟
、
そ
の
、

性
常
人
に
冠
す
、
心
心
等
に
父
傍
よ
り
賜
ふ
金
を
割
き
て
軍
談
の

書
を
購
ひ
耽
讃
し
、
そ
の
書
積
ん
で
等
身
に
及
べ
り
と
い
ふ
。
後

年
博
士
の
旺
盛
な
る
届
書
、
蒐
集
姓
は
既
に
此
時
に
、
繭
せ
る
な

り
。
年
長
じ
て
島
根
縣
尋
常
中
墨
校
、
私
立
東
京
英
和
學
校
を
経

て
帝
國
大
墨
文
科
大
輪
選
科
に
墨
び
、
明
治
世
六
年
六
月
そ
の
業


